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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

本グループでは、ファインマン振幅を自動的に計算するシステムGRACEを開発きており，今年度は、1ループの自動計算を行った。将来のリニアコライダーにおける湯川結合やヒッグス自己結合の強さなどを測定するための重要な素粒子反応過程である，
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　の１ループ完全計算を遂行した。またLEP-IIの物理である
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の計算を解したところである。今後　リニアコライダーにおけるヒッグス物理で終状態４体の反応過程である
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や　LEP-IIでの
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という１ループの完全計算を遂行する予定である。まだスーパーコンピュータ上での実行は行っていないが、今後２－＞４プロセスにおける行列要素のベクトル化は行っており，２．６７GFLOPSの実行性能を確認したところであり，今後もプログラム開発を進めていく。

（英文）

  We study the full order-alpha electroweak radiavite corrections to associated Higgs top pair production and the double Higgs-strahlung process in electron positron collisions.
  (1) Higgs top pair production:

    We find that the 
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 correction can be larger than the 
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 corrections around the peak of the cross section especially for a light Higgs mass. At threshold these corrections are swamped by the QCD corrections which are enhanced by the gluon Coulomb contributions.
  (2) Double Higgs-strahlung process:

   We find that the genuine weak corrections in the 
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-scheme are small for Higgs masses and energies where this cross section is largest. These corrections decrease with increasing energies attaining about 10% at 
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=1.5 TeV. The Full 
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 correction on the other hand is quite large at threshold but small at energies around the peak.
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研究課題

　　ファインマン振幅の自動計算と高エネルギー実験解析への応用

研究内容

　　素粒子反応の計算を自動的に計算するプログラム（GRACE）を開発して、標準模型あるいは超対称性標準模型で完全計算を行ない、高エネルギー実験で実験データを理解するためにこのようなシステムは不可欠である。平成１５年度は、平成１４年度に続き，リニアコライダーのヒッグスに関する計算を遂行し，
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（論文１）　
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（論文２）を発表した。
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については平成１６年度前半に投稿する予定である。
　　    また、標準模型の１ループの自動化の最先端は2体４体の計算である。
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というプロセスが６点関数を含み，GRACEシステムが有する非線形ゲージによるプログラム全体のチェックを行ったので，平成１６年に計算を開始する予定である。

　　　　一方，LEP-IIでのプロセス
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の1ループ計算も行う予定である。
現在のところループ計算の場合は、通常の計算機で４倍精度で行ってきたが，行列要素の部分の長大なソースコードのベクトル化についてはできることがわかっっており，時間を必要とする５点関数，６点関数などはこれらを使う予定である。まだ他の部分についても、今後ベクトル化等の作業を進めていく。

論文リスト
1． Full 
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electroweak and 
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by G.Belanger et al,  Physics Letter B 571 (2003) 163-172
2． Full 
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electroweak radiative corrections to double Higgs-strahlung at the linear collider

 by G. Belanger et al.,  Physics Letter B 576 (2003) 152-164
3． Full one-loop electroweak rdiative corrections to single photon production in 
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by F. Boudjema et al.,  to be published in Proc. of ACAT03.
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